


【国保】 

４１８ アセメタシン②（神経３１） 

 

《令和８年２月２５日新規》 

○ 標榜薬効（薬効コード） 

  非ステロイド性抗炎症・鎮痛・解熱剤（１１４） 

 

○ 成分名 

アセメタシン【内服薬】 

 

○ 主な製品名 

ランツジールコーワ錠  

 

○ 承認されている効能・効果 

○ 下記疾患並びに症状の消炎・鎮痛  

肩関節周囲炎、腰痛症、頸肩腕症候群、変形性関節症、関節リウマチ 

○ 手術後及び外傷後の消炎・鎮痛  

○ 下記疾患の解熱・鎮痛  

急性上気道炎（急性気管支炎を伴う急性上気道炎を含む） 

 

○ 承認されている用法・用量 

＜肩関節周囲炎、腰痛症、頸肩腕症候群、変形性関節症、関節リウマチ、手術後及び

外傷後の消炎・鎮痛＞  

通常、成人にはアセメタシンとして 1回 30mgを 1日 3～4回（1 日量として 90

～120mg）経口投与する。 

なお、年齢、症状により適宜増減するが、1日最高用量は 180mgとする。 

＜急性上気道炎の解熱・鎮痛＞  

通常、成人にはアセメタシンとして、1回量 30mgを頓用する。 

なお、年齢、症状により適宜増減する。ただし、原則として 1日 2回までとし、

1日最大 90mgを限度とする。 

また、空腹時の投与は避けさせることが望ましい。 

 

○ 薬理作用 

アセメタシンは生体内でインドメタシンに代謝されてから効力を発揮するプロド

ラッグである。炎症のケミカルメディエーターであるプロスタグランジンの生合成

を阻害することによって抗炎症、鎮痛及び解熱作用を示す。インドメタシン反応性

頭痛への作用として、中枢神経系への移行や一酸化窒素に依存した血管拡張を阻害

することが推測されている。 

 

○ 使用例 



【国保】 

原則として、「アセメタシン【内服薬】」を「片頭痛、筋収縮性頭痛(緊張型頭痛）、

発作性片側頭痛、持続性片側頭痛、一次性咳嗽性頭痛、一次性運動時頭痛、一次性

穿刺様頭痛」に対して処方した場合、当該使用事例を審査上認める。 

 

○ 使用例において審査上認める根拠  

薬理作用が同様であり、妥当と推定される。 

 

○ 留意事項 

⑴ 当該使用例の用法・用量  

片頭痛、筋収縮性頭痛(緊張型頭痛）、発作性片側頭痛、持続性片側頭痛、一次

性咳嗽性頭痛、一次性運動時頭痛、一次性穿刺様頭痛には 1 回 30mg を 1 日 3-4

回、経口投与する。年齢、症状により適宜増減するが 1日最高用量は 180mgとす

る。 

⑵ 禁忌事項として以下が記載されている。 

1. 消化性潰瘍のある患者［消化性潰瘍、胃腸出血等が報告されており、潰瘍を

悪化させるおそれがある。］ 

2. 重篤な血液の異常のある患者［血液の異常が報告されており、悪化させるお

それがある。］ 

3. 重篤な腎障害のある患者  

4. 重篤な肝障害のある患者  

5. 重篤な心機能不全のある患者［プロスタグランジン合成阻害作用による水、

Na貯留傾向があるため、症状を悪化させるおそれがある。］ 

6. 重篤な高血圧症のある患者［プロスタグランジン合成阻害作用による水、Na

貯留傾向があるため、血圧を更に上昇させるおそれがある。］ 

7. 重篤な膵炎のある患者［非ステロイド性消炎鎮痛剤による膵炎が報告されて

おり、症状を悪化させるおそれがある。］ 

8. 本剤の成分、インドメタシン又はサリチル酸系化合物（アスピリン等）に対

し過敏症の既往歴のある患者 

9. アスピリン喘息（非ステロイド性消炎鎮痛剤等による喘息発作の誘発）又は

その既往歴のある患者［プロスタグランジン合成阻害作用により、喘息を悪化

又は誘発するおそれがある。］ 

10. 妊婦又は妊娠している可能性のある女性 

11. トリアムテレンを投与中の患者 

 

○ その他参考資料 

頭痛の診療ガイドライン 2021 

 


